
                                                                                              

 

 

 

 

 

最終回「失敗を恐れるようになったら～後編～」をお伝えしてきます。 

 

幼児になると自己認識が発達してくるため「失敗しそう、したら嫌だな」という気持ちが芽生えてき

ます。そうした気持ちを支えつつ、子どもたちには意欲を持たせていきたいですね。その為に、親が

できることは何でしょうか？ 

 

１、自信のあることを伸ばしていきましょう！ 

  苦手なことはいったんおいて、よい所を重点的にほめてあげましょう。親からほめてもらうと、

自信や自尊心が保たれ、他の事にも意欲的に取り組むようになっていきます。また、自分の存在

が認められていると実感でき、親子の信頼関係も構築されていきます。 

 

２、失敗ばかりしてしまう子には、さりげない工夫と援助を！ 

  良い所を伸ばして自信をつけてほしいとアプローチしても、失敗ばかりしていたら自信はつきに

くいものです。子どもが成功するためには多少の工夫と援助も大切ですね。ズボンや靴を履ける

ようになるためには、ゆったりとしたゴムのもの、靴は大きく開いて履けるものを用意する工夫

もいいですね。なんでも自分でやりたがる子どもたちは、中には手伝ってもらうのを嫌がる子も

います。「できたね！」という声掛けの援助だけでも次への意欲につながっていきます。 

 

３、親が「失敗してもいいや」と思えることが大事！ 

  小学校へ行くと、テストの点で優越がつけられてくると、評価に敏感になり親や周囲の大人の顔

色をうかがう子どもが増えてきます。しかし、その体験や経験は幼児期に必要でしょうか？せっ

かく、評価にとらわれることなく楽しいことに夢中になって遊びこめる時期なのに、もったいな

いですね。「失敗してもいいんだよ。」「次はどうやって挑戦してみようか？」と言ってくれたら、

子どもたちはどんなに楽な気持ちになるでしょうか。そういった点からも、親も完ぺきな姿だけ

でなく、「失敗しちゃった。」という姿をみせたり、失敗談を話していくことで共感でき、子ども

も失敗について過度に恐れを抱かなくなるでしょう。 

 

４、親が頑張っている自分をほめていきましょう！ 

  毎日、家事に育児に十分頑張っているお母さん。お仕事と両立しているお母さん。会社で働いて

いるお父さん。お休みの日に子どもとたくさん遊んでくれるお父さん。ぜひ子どもの前で自分や

相手を認めて感謝の気持ちを伝えあいましょう。その姿を見ている子どもたちは「自分もこうや

ってほめてもらっているんだ。」と客観的に見ることができますし、頑張ることへの力となります。 
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 《子育て相談》 

 自分の子育てにこれでいいのかな？と不安に思われた時、 

こんな時どうしたらいいのと思われた時にお話にいらっしゃいませんか？ 

保育経験者がお話しさせていただきます。お電話で予約していただき、 

ご都合の良い日を決めさせていただきます。       

  TEL ０５６１－３６－８３７３  お電話お待ちしています  
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